
大阪地域の都市環境気候地図

（作成条件）
メソスケールの数値計算結果（夏季：2006年8月1ヵ月間，海風日：2006年8月3,4,5,6日）を基に，

標高，土地利用，海岸からの距離と気温，風分布の関係を分析し，
平均風速分布，風配図，デグリーアワー分布が表現されている．

海風に着目した地図には，海風域，海風による低温域が併せて表現されている．

夏季を想定した気候分析地図と計画指針地図

夏季の海風に着目した気候分析地図と計画指針地図

 

0.50 - 1.5 Std. Dev.

1.5 - 2.3 Std. Dev.

0.50 - 1.4 Std. Dev

分析対象範囲

日中デグリーアワー(30℃以上)
標準偏差0.5以上

夜間デグリーアワー（25℃以上）
標準偏差0.5以上

平均風速[m/s]

・3.01~ 4.50

・2.51~2.60

・2.01~2.10

・1.51~1.60

・1.01~1.10

0%

10%

20%

30%
N

NE

E

SE

S

SW

W

NW

風配図

（標高0～50mの都市中心）
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0.50 - 1.3 Std. Dev.

0.50 - 1.5 Std. Dev.

1.5 - 1.8 Std. Dev.

・3.01~ 4.50

・2.51~2.60

・2.01~2.10

・1.51~1.60

・1.01~1.10

分析対象範囲

日中デグリーアワー(30℃以上)
標準偏差0.5以上

夜間デグリーアワー（25℃以上）
標準偏差0.5以上

平均風速[m/s]

15時海風域

3,4,5,6日15時4日間海風域

3,4,5,6日15時3日間海風域

3,4,5,6日15時2日間海風域

3,4,5,6日15時1日間海風域

20時海風主風向により

気温が低いエリア
（海岸からの距離≦20km）

20時T≦2次式

風配図

（標高0～50mの都市中心）
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0.50 - 1.3 Std. Dev.

0.50 - 1.5 Std. Dev.

1.5 - 1.8 Std. Dev.

・3.01~ 4.50

・2.51~2.60

・2.01~2.10

・1.51~1.60

・1.01~1.10

分析対象範囲

日中デグリーアワー(30℃以上)
標準偏差0.5以上

夜間デグリーアワー（25℃以上）
標準偏差0.5以上

平均風速[m/s]

15時海風域

3,4,5,6日15時4日間海風域

3,4,5,6日15時3日間海風域

3,4,5,6日15時2日間海風域

3,4,5,6日15時1日間海風域

20時海風主風向により

気温が低いエリア
（海岸からの距離≦20km）

20時T≦2次式

風配図

（標高0～50mの都市中心）

気候分析地図の凡例 計画指針地図の凡例

0.50 - 1.5 Std. Dev.

1.5 - 2.3 Std. Dev.

0.50 - 1.4 Std. Dev

分析対象範囲

風利用期待度《相対評価》

高い

その他対策の必要性《相対評価》
・土地利用改善

・日射遮蔽 等

日中の必要性大きい

夜間の必要性大きい

さらに大きい
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（標高0～50mの都市中心）

気候分析地図の凡例 計画指針地図の凡例

 

0.50 - 1.5 Std. Dev.

1.5 - 1.8 Std. Dev.

0.50 - 1.3 Std. Dev.

分析対象範囲

風利用期待度《相対評価》

15時海風域

3,4,5,6日15時4日間海風域

3,4,5,6日15時3日間海風域

3,4,5,6日15時2日間海風域

3,4,5,6日15時1日間海風域

20時海風主風向による

気温低下がより期待できるエリア
（海岸からの距離≦20km）

20時T≦2次式

その他対策の必要性《相対評価》
・土地利用改善
・日射遮蔽 等

日中の必要性大きい

夜間の必要性大きい

さらに大きい

さらに海風利用促進

15時までの

海風利用可能
頻度

高い

高い
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風配図

（標高0～50mの都市中心）

0.50 - 1.5 Std. Dev.

1.5 - 1.8 Std. Dev.

0.50 - 1.3 Std. Dev.

分析対象範囲

風利用期待度《相対評価》

15時海風域

3,4,5,6日15時4日間海風域

3,4,5,6日15時3日間海風域

3,4,5,6日15時2日間海風域

3,4,5,6日15時1日間海風域

20時海風主風向による

気温低下がより期待できるエリア
（海岸からの距離≦20km）

20時T≦2次式

その他対策の必要性《相対評価》
・土地利用改善
・日射遮蔽 等

日中の必要性大きい

夜間の必要性大きい

さらに大きい

さらに海風利用促進

15時までの

海風利用可能
頻度

高い

高い
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